
品目別の排出・流通フロー推計結果
（一次案）

参考資料４

○本資料は、消費者インターネットモニター調査の結果をもとに、過去１年間に不用となった製品の
排出・流通フローを推計した結果（一次案）である。今後、既往の調査結果や統計資料等を参考に、

精査していく予定である。

○モニター調査の概要は、下記の通りである。
・フロー推計の対象期間は過去１年間（平成21年11月～平成22年10月）

・事前調査（N=67,683）にて品目別に不用品が発生した回答者を抽出

本調査（N=3,000）にて具体的な排出先・数量等を把握

・対象とした品目は、下記15品目

①テレビ ②エアコン ③洗濯機・乾燥機 ④冷蔵庫・冷凍庫 ⑤家具

⑥衣類 ⑦デジタルカメラ ⑧携帯電話 ⑨ゲーム機 ⑩パソコン・周辺機器

⑪書籍 ⑫自転車 ⑬カー用品 ⑭スポーツ用品 ⑮その他
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（１）テレビに関する不用品の排出状況（１次案）

主に廃棄物として

主に中古品として

市町村
127万台

不用品回収業者など
372万台

小売など流通業
1,608万台

リユースショップのリユース
（古物商、「B to C」、「B to B」）

再商品化・リサイクル
（製造業者、スクラップ業者など）

海外リユース

国内リユース
（家庭or事業所）

最終処分
（再資源化後の埋立て

など）

引越業など
19万台

廃棄物処理業者の
処理・リサイクル

市町村のリユース

資源リサイクル
（金属、プラ、ゴム、木材

など）

リユースショップ
91万台

消費者

2,646万台

リユース

消費者からの排出 処理・活用方法 最終利用・処理

その他
50万台

主にリユース
（住民向け）

市町村の
処理・リサイクル

「C to C」のリユース
74万台

※事前調査（N=67,683）のうち、38.8％（26,259件）が過去１年間に不用品発生と回答
※流通フローは、本調査（N=3,000）のうち、1,650件（55.0％）の回答を元に作成

自宅・物置等で保管
305万台

・過去１年間に不用となったテレビは2,646万台と推計。
・「小売など流通業」へ約61％、次いで「不用品回収業者など」へ約14％、「自宅等で保管」されたものが約12%
・「「C to C」のリユース」は74万台（2.8％）、うち「ネットオークション」が23万台（0.9％）
・「リユースショップ」へは91万台（3.4％）が引き渡され、その際の費用負担については、「無償」が約45％を占める

① 不用品の排出フロー ② 排出先別割合

③ 排出時の費用負担

うち、ネットオークション0.9％（23万台）

※「分からない」との回答を除き算出

売却 支払い 無償

ﾘﾕｰｽｼｮｯﾌﾟ 28.3% 26.7% 45.0% n=46

小売など 2.8% 71.7% 25.5% n=800

回収業者 2.5% 39.6% 57.9% n=186

引越など 0.0% 62.5% 37.5% n=3

その他

1.9%
「CtoC」

2.8%

自宅保管

11.5% ﾘﾕｰｽｼｮｯﾌﾟ

3.4%

市町村

4.8%

小売など

60.8%

回収業者

14.0%

引越など

0.7%

※エコポイント制度（平成21年5月～）の影響を受けていると考えられる
※第19回家電リサイクル合同会合で推計されたフローとは推計方法・推計対象時期が異なる
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（２）エアコンに関する不用品の排出状況（１次案）

主に廃棄物として

主に中古品として

市町村
26万台

不用品回収業者など
68万台

小売など流通業
428万台

リユースショップのリユース
（古物商、「B to C」、「B to B」）

再商品化・リサイクル
（製造業者、スクラップ業者など）

海外リユース

国内リユース
（家庭or事業所）

最終処分
（再資源化後の埋立て

など）

引越業など
31万台

廃棄物処理業者の
処理・リサイクル

市町村のリユース

資源リサイクル
（金属、プラ、ゴム、木材

など）

リユースショップ
21万台

消費者

665万台

リユース

消費者からの排出 処理・活用方法 最終利用・処理

その他
21万台

主にリユース
（住民向け）

市町村の
処理・リサイクル

「C to C」のリユース
12万台

※事前調査（N=67,683）のうち、10.3％（6,952件）が過去１年間に不用品発生と回答
※流通フローは、本調査（N=3,000）のうち、421件（14.0%）の回答を元に作成

自宅・物置等で保管
59万台

① 不用品の排出フロー ② 排出先別割合

③ 排出時の費用負担

うち、ネットオークション0.2％（1万台）

※「分からない」との回答を除き算出

引越など

4.6%回収業者

10.3%

小売など

64.4%

市町村

3.9%

ﾘﾕｰｽｼｮｯﾌﾟ

3.1%

自宅保管

8.9%
「CtoC」

1.7%

その他

3.1%

売却 支払い 無償

ﾘﾕｰｽｼｮｯﾌﾟ 33.3% 0.0% 66.7% n=11

小売など 0.4% 62.1% 37.5% n=215

回収業者 9.4% 28.3% 62.3% n=33

引越など 0.0% 60.0% 40.0% n=6

・過去１年間に不用となったエアコンは665万台と推計。
・「小売など流通業」へ約64％、次いで「不用品回収業者など」へ約10％、「自宅等で保管」されたものが約9%
・「「C to C」のリユース」は12万台（1.7％）、うち「ネットオークション」が1万台（0.2％）
・「リユースショップ」へは21万台（3.1％）が引き渡され、その際の費用負担については、「無償」が約67％を占める

※エコポイント制度（平成21年5月～）の影響を受けていると考えられる
※第19回家電リサイクル合同会合で推計されたフローとは推計方法・推計対象時期が異なる
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（３）電気洗濯機・乾燥機に関する不用品の排出状況（１次案）

主に廃棄物として

主に中古品として

市町村
21万台

不用品回収業者など
72万台

小売など流通業
316万台

リユースショップのリユース
（古物商、「B to C」、「B to B」）

再商品化・リサイクル
（製造業者、スクラップ業者など）

海外リユース

国内リユース
（家庭or事業所）

最終処分
（再資源化後の埋立て

など）

引越業など
9万台

廃棄物処理業者の
処理・リサイクル

市町村のリユース

資源リサイクル
（金属、プラ、ゴム、木材

など）

リユースショップ
30万台

消費者

503万台

リユース

消費者からの排出 処理・活用方法 最終利用・処理

その他
1万台

主にリユース
（住民向け）

市町村の
処理・リサイクル

「C to C」のリユース
14万台

※事前調査（N=67,683）のうち、9.2％（6,243件）が過去１年間に不用品発生と回答
※流通フローは、本調査（N=3,000）のうち、393件（13.1％）の回答を元に作成

自宅・物置等で保管
42万台

① 不用品の排出フロー ② 排出先別割合

③ 排出時の費用負担

うち、ネットオークション0.2％（1万台）

※「分からない」との回答を除き算出

売却 支払い 無償

ﾘﾕｰｽｼｮｯﾌﾟ 47.6% 19.0% 33.3% n=21

小売など 0.5% 54.5% 44.9% n=177

回収業者 0.0% 31.2% 68.8% n=47

引越など 0.0% 33.3% 66.7% n=3

引越など

1.7%回収業者

14.2%

小売など

62.7%

市町村

4.2%

ﾘﾕｰｽｼｮｯﾌﾟ

5.9%

自宅保管

8.3%
「CtoC」

2.7%

その他

0.2%

・過去１年間に不用となった電気洗濯機・乾燥機は503万台と推計。
・「小売など流通業」へ約63％、次いで「不用品回収業者など」へ約14％、「自宅等で保管」されたものが約8%
・「「C to C」のリユース」は14万台（2.7％）、うち「ネットオークション」が1万台（0.2％）
・「リユースショップ」へは30万台（5.9％）が引き渡され、その際の費用負担については、「売却」が約48％を占める

※エコポイント制度（平成21年5月～）の影響を受けていると考えられる
※第19回家電リサイクル合同会合で推計されたフローとは推計方法・推計対象時期が異なる



5

（４）電気冷蔵庫・冷凍庫に関する不用品の排出状況（１次案）

主に廃棄物として

主に中古品として

市町村
12万台

不用品回収業者など
42万台

小売など流通業
375万台

リユースショップのリユース
（古物商、「B to C」、「B to B」）

再商品化・リサイクル
（製造業者、スクラップ業者など）

海外リユース

国内リユース
（家庭or事業所）

最終処分
（再資源化後の埋立て

など）

引越業など
13万台

廃棄物処理業者の
処理・リサイクル

市町村のリユース

資源リサイクル
（金属、プラ、ゴム、木材

など）

リユースショップ
28万台

消費者

538万台

リユース

消費者からの排出 処理・活用方法 最終利用・処理

その他
7万台

主にリユース
（住民向け）

市町村の
処理・リサイクル

「C to C」のリユース
21万台

※事前調査（N=67,683）のうち、9.9％（6,677件）が過去１年間に不用品発生と回答
※流通フローは、本調査（N=3,000）のうち、 452件（ 15.1 ％）の回答を元に作成

自宅・物置等で保管
42万台

① 不用品の排出フロー ② 排出先別割合

③ 排出時の費用負担

うち、ネットオークション0.2％（1万台）

※「分からない」との回答を除き算出

売却 支払い 無償

ﾘﾕｰｽｼｮｯﾌﾟ 52.6% 26.3% 21.1% n=19

小売など 1.2% 70.7% 28.1% n=244

回収業者 0.0% 56.9% 43.1% n=25

引越など 0.0% 20.0% 80.0% n=5

引越など

2.4%回収業者

7.7%

小売など

69.7%

市町村

2.1%

ﾘﾕｰｽｼｮｯﾌﾟ

5.2%

自宅保管

7.7%
「CtoC」

3.9%

その他

1.3%

・過去１年間に不用となった電気冷蔵庫・冷凍庫は538万台と推計。
・「小売など流通業」へ約70％、次いで「不用品回収業者など」、「自宅等で保管」されたものがそれぞれ約8%
・「「C to C」のリユース」は21万台（3.9％）、うち「ネットオークション」が1万台（0.2％）
・「リユースショップ」へは28万台（5.2％）が引き渡され、その際の費用負担については、「売却」が約53％を占める

※エコポイント制度（平成21年5月～）の影響を受けていると考えられる
※第19回家電リサイクル合同会合で推計されたフローとは推計方法・推計対象時期が異なる



6

（５）家具に関する不用品の排出状況（１次案）

主に廃棄物として

主に中古品として

市町村
606万個

不用品回収業者など
104万個

小売など流通業
59万個

リユースショップのリユース
（古物商、「B to C」、「B to B」）

再商品化・リサイクル
（製造業者、スクラップ業者など）

海外リユース

国内リユース
（家庭or事業所）

最終処分
（再資源化後の埋立て

など）

引越業など
54万個

廃棄物処理業者の
処理・リサイクル

市町村のリユース

資源リサイクル
（金属、プラ、ゴム、木材

など）

リユースショップ
192万個

消費者

1,392万個

リユース

消費者からの排出 処理・活用方法 最終利用・処理

その他
59万個

主にリユース
（住民向け）

市町村の
処理・リサイクル

「C to C」のリユース
77万個

※事前調査（N=67,683）のうち、14.7％（9,971）が過去１年間に不用品発生と回答
※流通フローは、本調査（N=3,000）のうち、780 件（ 26.0 ％） の回答を元に作成

自宅・物置等で保管
241万個

① 不用品の排出フロー ② 排出先別割合

③ 排出時の費用負担

うち、ネットオークション0.2％（3万台）

※「分からない」との回答を除き算出

引越など

3.9%回収業者

7.5%

小売など

4.2%

市町村

43.5%

ﾘﾕｰｽｼｮｯﾌﾟ

13.8%

自宅保管

17.3%
「CtoC」

5.5%

その他

4.2%

売却 支払い 無償

ﾘﾕｰｽｼｮｯﾌﾟ 55.7% 12.1% 32.1% n=84

小売など 9.7% 17.7% 72.6% n=41

回収業者 2.7% 42.0% 55.3% n=38

引越など 4.0% 28.0% 68.0% n=11

・過去１年間に不用となった家具は1,392万個と推計。
・「市町村」へ約44％、次いで「自宅等で保管」されたものが約17% 、「リユースショップ」へ約14％、
・「「C to C」のリユース」は77万個（5.5％）、うち「ネットオークション」が3万個（0.2％）
・「リユースショップ」へは192万個（13.8％）が引き渡され、その際の費用負担については、「売却」が約56％を占める
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（６）衣類に関する不用品の排出状況（１次案）

主に廃棄物として

主に中古品として

市町村
24,771万着

不用品回収業者など
2,897万着

小売など流通業
2,808万着

リユースショップのリユース
（古物商、「B to C」、「B to B」）

再商品化・リサイクル
（製造業者、スクラップ業者など）

海外リユース

国内リユース
（家庭or事業所）

最終処分
（再資源化後の埋立て

など）

引越業など
456万着

廃棄物処理業者の
処理・リサイクル

市町村のリユース

資源リサイクル
（金属、プラ、ゴム、木材

など）

リユースショップ
17,522万着

消費者

71,011万着

リユース

消費者からの排出 処理・活用方法 最終利用・処理

その他
3,980万着

主にリユース
（住民向け）

市町村の
処理・リサイクル

「C to C」のリユース
7,220万着

※事前調査（N=67,683）のうち、56.9％（38,498件）が過去１年間に不用品発生と回答
※流通フローは、本調査（N=3,000）のうち、2,329 件（ 77.6 ％） の回答を元に作成

自宅・物置等で保管
11,357万着

① 不用品の排出フロー ② 排出先別割合

③ 排出時の費用負担

うち、ネットオークション3.3％（2,337万着）

※「分からない」との回答を除き算出

引越など

0.6%回収業者

4.1%

小売など

4.0%

市町村

34.9% ﾘﾕｰｽｼｮｯﾌﾟ

24.7%

自宅保管

16.0%

「CtoC」

10.2%

その他

5.6%

売却 支払い 無償

ﾘﾕｰｽｼｮｯﾌﾟ 90.3% 3.4% 6.4% n=302

小売など 58.6% 0.0% 41.4% n=53

回収業者 3.9% 1.9% 94.2% n=87

引越など 24.5% 0.0% 75.5% n=6

・過去１年間に不用となった衣類は71,011万着と推計。
・ 「市町村」へ約35％、次いで「リユースショップ」へ約25％、「自宅等で保管」されたものが約16%
・「「C to C」のリユース」は7,220万着（10.2％）、うち「ネットオークション」が2,337万着（3.3％）
・「リユースショップ」へは17,522万着（24.7％）が引き渡され、その際の費用負担については、「売却」が約90％を占める
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（７）デジタルカメラに関する不用品の排出状況（１次案）

主に廃棄物として

主に中古品として

市町村
98万台

不用品回収業者など
15万台

小売など流通業
89万台

リユースショップのリユース
（古物商、「B to C」、「B to B」）

再商品化・リサイクル
（製造業者、スクラップ業者など）

海外リユース

国内リユース
（家庭or事業所）

最終処分
（再資源化後の埋立て

など）

引越業など
0万台

廃棄物処理業者の
処理・リサイクル

市町村のリユース

資源リサイクル
（金属、プラ、ゴム、木材

など）

リユースショップ
131万台

消費者

957万台

リユース

消費者からの排出 処理・活用方法 最終利用・処理

その他
28万台

主にリユース
（住民向け）

市町村の
処理・リサイクル

「C to C」のリユース
129万台

※事前調査（N=67,683）のうち、8.9％（6,019件）が過去１年間に不用品発生と回答
※流通フローは、本調査（N=3,000）のうち、420件（14.0％）の回答を元に作成

自宅・物置等で保管
468万台

① 不用品の排出フロー ② 排出先別割合

③ 排出時の費用負担

うち、ネットオークション6.2％（59万台）

※「分からない」との回答を除き算出

回収業者

1.6%小売など

9.3%

市町村

10.2%

ﾘﾕｰｽｼｮｯﾌﾟ

13.6%

自宅保管

48.9%

「CtoC」

13.4%

その他

3.0%

売却 支払い 無償

ﾘﾕｰｽｼｮｯﾌﾟ 67.3% 1.8% 30.9% n=46

小売など 62.0% 5.3% 32.7% n=36

回収業者 17.1% 0.0% 68.6% n=5

引越など 0.0% 0.0% 0.0% n=0

・過去１年間に不用となったデジタルカメラは957万台と推計。
・「自宅等で保管」されたものが約49%、次いで「リユースショップ」へ約14％、「「Ｃ ｔｏ Ｃ」のリユース」へ約13％、
・「「C to C」のリユース」は129万台（13.4％）、うち「ネットオークション」が59万台（6.2％）
・「リユースショップ」へは131万台（13.6％）が引き渡され、その際の費用負担については、「売却」が約67％を占める
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（８）携帯電話に関する不用品の排出状況（１次案）

主に廃棄物として

主に中古品として

市町村
22万台

不用品回収業者など
24万台

小売など流通業
486万台

リユースショップのリユース
（古物商、「B to C」、「B to B」）

再商品化・リサイクル
（製造業者、スクラップ業者など）

海外リユース

国内リユース
（家庭or事業所）

最終処分
（再資源化後の埋立て

など）

引越業など
0万台

廃棄物処理業者の
処理・リサイクル

市町村のリユース

資源リサイクル
（金属、プラ、ゴム、木材

など）

リユースショップ
82万台

消費者

2,331万台

リユース

消費者からの排出 処理・活用方法 最終利用・処理

その他
95万台

主にリユース
（住民向け）

市町村の
処理・リサイクル

「C to C」のリユース
53万台

※事前調査（N=67,683）のうち、18.2％（12,317件）が過去１年間に不用品発生と回答
※流通フローは、本調査（N=3,000）のうち、820件（27.3％）の回答を元に作成

自宅・物置等で保管
1,569万台

① 不用品の排出フロー ② 排出先別割合

③ 排出時の費用負担

うち、ネットオークション1.6％（38万台）

※「分からない」との回答を除き算出

その他

4.1%

「CtoC」

2.3%

自宅保管

67.3%

ﾘﾕｰｽｼｮｯﾌﾟ

3.5%

市町村

0.9%

小売など

20.9%

回収業者

1.0%

売却 支払い 無償

ﾘﾕｰｽｼｮｯﾌﾟ 42.4% 6.1% 51.5% n=26

小売など 5.5% 0.5% 94.0% n=167

回収業者 13.6% 0.0% 86.4% n=6

引越など 0.0% 0.0% 0.0% n=0

・過去１年間に不用となった携帯電話は2,331万台と推計。
・ 「自宅等で保管」されたものが約67% 、次いで「小売など流通業」へ約21％
・「「C to C」のリユース」は53万台（2.3％）、うち「ネットオークション」が38万台（1.6％）
・「リユースショップ」へは82万台（3.5％）が引き渡され、その際の費用負担については、「無償」が約52％を占める
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（９）ゲーム機に関する不用品の排出状況（１次案）

主に廃棄物として

主に中古品として

市町村
72万台

不用品回収業者など
36万台

小売など流通業
45万台

リユースショップのリユース
（古物商、「B to C」、「B to B」）

再商品化・リサイクル
（製造業者、スクラップ業者など）

海外リユース

国内リユース
（家庭or事業所）

最終処分
（再資源化後の埋立て

など）

引越業など
7万台

廃棄物処理業者の
処理・リサイクル

市町村のリユース

資源リサイクル
（金属、プラ、ゴム、木材

など）

リユースショップ
203万台

消費者

708万台

リユース

消費者からの排出 処理・活用方法 最終利用・処理

その他
17万台

主にリユース
（住民向け）

市町村の
処理・リサイクル

「C to C」のリユース
74万台

※事前調査（N=67,683）のうち、5.8％（3,902件）が過去１年間に不用品発生と回答
※流通フローは、本調査（N=3,000）のうち、236件（7.9％）の回答を元に作成

自宅・物置等で保管
254万台

① 不用品の排出フロー ② 排出先別割合

③ 排出時の費用負担

うち、ネットオークション5.0％（35万台）

※「分からない」との回答を除き算出

引越など

1.0%

回収業者

5.1%
小売など

6.4%
市町村

10.1%

ﾘﾕｰｽｼｮｯﾌﾟ

28.7%

自宅保管

35.8%

「CtoC」

10.4%

その他

2.4%

売却 支払い 無償

ﾘﾕｰｽｼｮｯﾌﾟ 83.6% 0.0% 16.4% n=48

小売など 59.6% 0.0% 40.4% n=11

回収業者 7.2% 7.2% 85.6% n=13

引越など 0.0% 0.0% 0.0% n=0

・過去１年間に不用となったゲーム機は708万台と推計。
・ 「自宅等で保管」されたものが約36% 、次いで「リユースショップ」へ約29％、「「Ｃ ｔｏ Ｃ」のリユース」 「市町村」へそれぞれ約10％
・「「C to C」のリユース」は74万台（10.4％）、うち「ネットオークション」が35万台（5.0％）
・「リユースショップ」へは203万台（28.7％）が引き渡され、その際の費用負担については、「売却」が約84％を占める
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（１０）パソコン・周辺機器に関する不用品の排出状況（１次案）

主に廃棄物として

主に中古品として

市町村
298万台

不用品回収業者など
441万台

小売など流通業
281万台

リユースショップのリユース
（古物商、「B to C」、「B to B」）

再商品化・リサイクル
（製造業者、スクラップ業者など）

海外リユース

国内リユース
（家庭or事業所）

最終処分
（再資源化後の埋立て

など）

引越業など
9万台

廃棄物処理業者の
処理・リサイクル

市町村のリユース

資源リサイクル
（金属、プラ、ゴム、木材

など）

リユースショップ
320万台

消費者

2,932万台

リユース

消費者からの排出 処理・活用方法 最終利用・処理

その他
134万台

主にリユース
（住民向け）

市町村の
処理・リサイクル

「C to C」のリユース
310万台

※事前調査（N=67,683）のうち、23.2％（15,708件）が過去１年間に不用品発生と回答
※流通フローは、本調査（N=3,000）のうち、1,038件（34.6％）の回答を元に作成

自宅・物置等で保管
1,139万台

① 不用品の排出フロー ② 排出先別割合

③ 排出時の費用負担

うち、ネットオークション5.4％（159万台）

※「分からない」との回答を除き算出

引越など

0.3%回収業者

15.0%

小売など

9.6%

市町村

10.2%

ﾘﾕｰｽｼｮｯﾌﾟ

10.9%

自宅保管

38.9%

「CtoC」

10.6%

その他

4.6%

売却 支払い 無償

ﾘﾕｰｽｼｮｯﾌﾟ 63.0% 3.9% 33.1% n=93

小売など 30.4% 13.7% 55.9% n=94

回収業者 3.2% 14.3% 82.5% n=136

引越など 0.0% 0.0% 0.0% n=0

・過去１年間に不用となったパソコン・周辺機器は2,932万台と推計。
・「自宅等で保管」されたものが約39％、次いで「不用品回収業者など」へ約15％、「リユースショップ」、「「C to C」のリユース」がそれぞれ約11%
・「「C to C」のリユース」は310万台（10.6％）、うち「ネットオークション」が159万台（5.4％）
・「リユースショップ」へは320万台（10.9％）が引き渡され、その際の費用負担については、「売却」が約63％を占める
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（１１）書籍に関する不用品の排出状況（１次案）

主に廃棄物として

主に中古品として

市町村
1,4317万冊

不用品回収業者など
4,061万冊

小売など流通業
6,010万冊

リユースショップのリユース
（古物商、「B to C」、「B to B」）

再商品化・リサイクル
（製造業者、スクラップ業者など）

海外リユース

国内リユース
（家庭or事業所）

最終処分
（再資源化後の埋立て

など）

引越業など
473万冊

廃棄物処理業者の
処理・リサイクル

市町村のリユース

資源リサイクル
（金属、プラ、ゴム、木材

など）

リユースショップ
71,701万冊

消費者

118,774
万冊

リユース

消費者からの排出 処理・活用方法 最終利用・処理

その他
1,787万冊

主にリユース
（住民向け）

市町村の
処理・リサイクル

「C to C」のリユース
7,794万冊

※事前調査（N=67,683）のうち、39.5％（26,716件）が過去１年間に不用品発生と回答
※流通フローは、本調査（N=3,000）のうち、1,752件（58.4％）の回答を元に作成

自宅・物置等で保管
12,631万冊

① 不用品の排出フロー ② 排出先別割合

③ 排出時の費用負担

うち、ネットオークション4.8％（5,713万冊）

※「分からない」との回答を除き算出

引越など

0.4%回収業者

3.4%

小売など

5.1%

市町村

12.1%

ﾘﾕｰｽｼｮｯﾌﾟ

60.4%

自宅保管

10.6% 「CtoC」

6.6%

その他

1.5%

売却 支払い 無償

ﾘﾕｰｽｼｮｯﾌﾟ 95.7% 2.2% 2.1% n=654

小売など 94.1% 0.4% 5.5% n=63

回収業者 0.1% 7.2% 92.8% n=54

引越など 0.0% 0.0% 100.0% n=3

・過去１年間に不用となった書籍は118,774万冊と推計。
・「リユースショップ」へ約60%、次いで「市町村」へ約12％、「自宅等で保管」されたものが約11%
・「「C to C」のリユース」は7,794万冊（6.6％）、うち「ネットオークション」が5,713万冊（4.8％）
・「リユースショップ」へは71,701万冊（60.4％）が引き渡され、その際の費用負担については、「売却」が約96％を占める



13

（１２）自転車に関する不用品の排出状況（１次案）

主に廃棄物として

主に中古品として

市町村
459万台

不用品回収業者など
242万台

小売など流通業
147万台

リユースショップのリユース
（古物商、「B to C」、「B to B」）

再商品化・リサイクル
（製造業者、スクラップ業者など）

海外リユース

国内リユース
（家庭or事業所）

最終処分
（再資源化後の埋立て

など）

引越業など
15万台

廃棄物処理業者の
処理・リサイクル

市町村のリユース

資源リサイクル
（金属、プラ、ゴム、木材

など）

リユースショップ
91万台

消費者

1,555万台

リユース

消費者からの排出 処理・活用方法 最終利用・処理

その他
66万台

主にリユース
（住民向け）

市町村の
処理・リサイクル

「C to C」のリユース
121万台

※事前調査（N=67,683）のうち、13.3％（9,020件）が過去１年間に不用品発生と回答
※流通フローは、本調査（N=3,000）のうち、612件（20.4％）の回答を元に作成

自宅・物置等で保管
414万台

① 不用品の排出フロー ② 排出先別割合

③ 排出時の費用負担

うち、ネットオークション0.5％（8万台）

※「分からない」との回答を除き算出

引越など

1.0%回収業者

15.6%

小売など

9.4%

市町村

29.5%

ﾘﾕｰｽｼｮｯﾌﾟ

5.9%

自宅保管

26.6%

「CtoC」

7.8%

その他

4.2%

売却 支払い 無償

ﾘﾕｰｽｼｮｯﾌﾟ 42.9% 8.6% 48.6% n=33

小売など 0.0% 12.5% 87.5% n=56

回収業者 0.9% 10.1% 89.0% n=90

引越など 0.0% 0.0% 100.0% n=1

・過去１年間に不用となった自転車は1,555万台と推計。
・「市町村」へ約30％、次いで「自宅等で保管」されたものが約27％、「不用品回収業者など」へ約16%
・「「C to C」のリユース」は121万台（7.8％）、うち「ネットオークション」が8万台（0.5％）
・「リユースショップ」へは91万台（5.9％）が引き渡され、その際の費用負担については、「無償」が約49％を占める
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（１３）カー用品に関する不用品の排出状況（１次案）

主に廃棄物として

主に中古品として

市町村
201万個

不用品回収業者など
57万個

小売など流通業
238万個

リユースショップのリユース
（古物商、「B to C」、「B to B」）

再商品化・リサイクル
（製造業者、スクラップ業者など）

海外リユース

国内リユース
（家庭or事業所）

最終処分
（再資源化後の埋立て

など）

引越業など
10万個

廃棄物処理業者の
処理・リサイクル

市町村のリユース

資源リサイクル
（金属、プラ、ゴム、木材

など）

リユースショップ
70万個

消費者

1,182万個

リユース

消費者からの排出 処理・活用方法 最終利用・処理

その他
72万個

主にリユース
（住民向け）

市町村の
処理・リサイクル

「C to C」のリユース
178万個

※事前調査（N=67,683）のうち、6.3％（4,250件）が過去１年間に不用品発生と回答
※流通フローは、本調査（N=3,000）のうち、303件（10.1％）の回答を元に作成

自宅・物置等で保管
355万個

① 不用品の排出フロー ② 排出先別割合

③ 排出時の費用負担

うち、ネットオークション10.9％（129万台）

※「分からない」との回答を除き算出

その他

6.1%

「CtoC」

15.1%

自宅保管

30.0%

ﾘﾕｰｽｼｮｯﾌﾟ

6.0%

市町村

17.0%

小売など

20.2%

回収業者

4.8%

引越など

0.9%

売却 支払い 無償

ﾘﾕｰｽｼｮｯﾌﾟ 57.6% 9.1% 33.3% n=17

小売など 10.2% 33.3% 56.5% n=45

回収業者 0.0% 3.2% 96.8% n=15

引越など 0.0% 0.0% 100.0% n=1

・過去１年間に不用となったカー用品は1,182万個と推計。
・ 「自宅等で保管」されたものが約30% 、次いで「小売など流通業」へ約20％、「市町村」へ約17％
・「「C to C」のリユース」は178万個（15.1％）、うち「ネットオークション」が129万個（10.9％）
・「リユースショップ」へは70万個（6.0％）が引き渡され、その際の費用負担については、「売却」が約58％を占める
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（１４）スポーツ用品に関する不用品の排出状況（１次案）

主に廃棄物として

主に中古品として

市町村
273万個

不用品回収業者など
38万個

小売など流通業
34万個

リユースショップのリユース
（古物商、「B to C」、「B to B」）

再商品化・リサイクル
（製造業者、スクラップ業者など）

海外リユース

国内リユース
（家庭or事業所）

最終処分
（再資源化後の埋立て

など）

引越業など
11万個

廃棄物処理業者の
処理・リサイクル

市町村のリユース

資源リサイクル
（金属、プラ、ゴム、木材

など）

リユースショップ
152万個

消費者

1,153万個

リユース

消費者からの排出 処理・活用方法 最終利用・処理

その他
47万個

主にリユース
（住民向け）

市町村の
処理・リサイクル

「C to C」のリユース
146万個

※事前調査（N=67,683）のうち、5.7％（3,866件）が過去１年間に不用品発生と回答
※流通フローは、本調査（N=3,000）のうち、264件（8.8％）の回答を元に作成

自宅・物置等で保管
451万個

① 不用品の排出フロー ② 排出先別割合

③ 排出時の費用負担

うち、ネットオークション5.1％（59万台）

※「分からない」との回答を除き算出

引越など

0.9%
回収業者

3.3%
小売など

3.0%

市町村

23.7%

ﾘﾕｰｽｼｮｯﾌﾟ

13.2%

自宅保管

39.1%

「CtoC」

12.7%

その他

4.1%

売却 支払い 無償

ﾘﾕｰｽｼｮｯﾌﾟ 83.3% 0.0% 16.7% n=21

小売など 64.1% 0.0% 35.9% n=7

回収業者 0.0% 14.1% 85.9% n=12

引越など 0.0% 0.0% 100.0% n=1

・過去１年間に不用となったスポーツ用品は1,153万個と推計。
・ 「自宅等で保管」されたものが約39% 、次いで「市町村」へ約24％、「リユースショップ」「「Ｃ ｔｏ Ｃ」へのリユース」がそれぞれ約13％
・「「C to C」のリユース」は146万個（12.7％）、うち「ネットオークション」が59万台（5.1％）
・「リユースショップ」へは152万個（13.2％）が引き渡され、その際の費用負担については、「売却」が約83％を占める
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（１５）その他に関する不用品の排出状況（１次案）

主に廃棄物として

主に中古品として

市町村
1,854万個

不用品回収業者など
479万個

小売など流通業
146万個

リユースショップのリユース
（古物商、「B to C」、「B to B」）

再商品化・リサイクル
（製造業者、スクラップ業者など）

海外リユース

国内リユース
（家庭or事業所）

最終処分
（再資源化後の埋立て

など）

引越業など
31万個

廃棄物処理業者の
処理・リサイクル

市町村のリユース

資源リサイクル
（金属、プラ、ゴム、木材

など）

リユースショップ
2,837万個

消費者

8,919万個

リユース

消費者からの排出 処理・活用方法 最終利用・処理

その他
439万個

主にリユース
（住民向け）

市町村の
処理・リサイクル

「C to C」のリユース
1,781万個

※事前調査（N=67,683）のうち、15.2％（10,267件）が過去１年間に不用品発生と回答
※流通フローは、本調査（N=3,000）のうち、600件（20.0％）の回答を元に作成

自宅・物置等で保管
1,351万個

① 不用品の排出フロー ② 排出先別割合

③ 排出時の費用負担

うち、ネットオークション14.2％（1,269万台）

※「分からない」との回答を除き算出

引越など

0.4%回収業者

5.4%
小売など

1.6%

市町村

20.8%

ﾘﾕｰｽｼｮｯﾌﾟ

31.8%

自宅保管

15.1%

「CtoC」

20.0%

その他

4.9%

売却 支払い 無償

ﾘﾕｰｽｼｮｯﾌﾟ 92.0% 4.9% 3.1% n=94

小売など 29.6% 44.6% 25.9% n=16

回収業者 0.0% 59.4% 40.6% n=37

引越など 0.0% 0.0% 100.0% n=5

・過去１年間に不用となったその他のものは8,919万個と推計。
・「リユースショップ」へ約32％、次いで「市町村」へ約21％、「「Ｃ ｔｏ Ｃ」へのリユース」へ約20%
・「「C to C」のリユース」は1,781万個（20.0％）、うち「ネットオークション」が1,269万個（14.2％）
・「リユースショップ」へは2,837万個（31.8％）が引き渡され、その際の費用負担については、「売却」が約92％を占める


